


























































































































































































































〈漢〉 〈魂晋〉 〈東晋南朝〉 〈北麓洛陽〉
(東西北より〉
上東門 建春門 建陽門〈建春門〉 建春門
中東門 東陽門 東陽門
望京門 青陽門 清明門 青陽門
(南面東より〉
開陽門 開陽門 開陽門(津陽門〉 開陽門
平門〈正門〉 平昌門
苑門 宣陽門〈正門〉 宜陽門(正門) 宣陽門(正門〉




薙門 西明門 西明門 西陽門
上西門 闇圏門 間闇門 間圃門
承明門
(北面西より〉
夏門 大夏門 玄武門 大夏門







































































































後漢洛陽 AD 25-189 
曹貌業 AD205-220
東晋建康 AD317-420←ー貌晋洛陽 AD220-311 
宋建康 AD420-479 北説平城
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(大学院後期課程学生)
